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ⅠⅠⅠⅠ    はじめにはじめにはじめにはじめに    

１１１１．．．．研究研究研究研究のののの背景背景背景背景    

１）認知症高齢者とその家族の現状 

少子高齢化に伴い、認知症高齢者数が著しく増加しているが、その生活の場は依然と

して在宅が中心である。家族介護者の介護負担は大きく、常にストレスを抱えている状

態である。家族介護者にゆとりがなければ、在宅での介護継続にはつながらない。今後

は、本人だけでなくその家族をどのように支えていくかが重要な問題となっている。 

２）家族介護者のエンパワメント 

今後、要介護高齢者数の著しい増大により、直接的な援助を提供する既存の社会的サ

ービスの人的・経済的資源が不足し、十分なサービスが受けられない危険性がある。 

このような事態を回避する１つの方向性としては、介護者自身のエンパワメントを高

めていく支援を行うことが求められている。つまり、介護者自身が自らの問題を解決し

ていく能力を高める方向へ導くような支援をしていくことが重要である。 

家族介護者がエンパワメントを高めるための 1 つの方法として、認知症についての正

しい知識を取得し、それまでの認知症高齢者に対する歪んだ意識や態度の根底にある差

別や偏見を取り除くことが必要である。 

２２２２．．．．先行研究先行研究先行研究先行研究のののの到達点到達点到達点到達点とととと課題課題課題課題    

これまで認知症に関する理解度を高めることが認知症を介護する家族の負担感軽減に

貢献すると指摘されてきたが、これを実証的に明らかにした研究はほとんどない。また、

認知症高齢者の介護者にとって有効な情報や知識がどのようなものであり、現実にどの程

度の理解度にあるかといった研究もほとんどない。先行研究において理解度を測るスケー

ルはあるものの、知識項目の信頼性・妥当性に関しては検証されていない。また、知識の

どの領域が有意であったかという分析もほとんどなされていない。 

３３３３．．．．研究目的研究目的研究目的研究目的    

本研究の目的は、認知症高齢者を在宅で介護する家族を対象に、認知症に関する理解度

が、介護負担感・肯定感にどのように影響しているのかを明らかにすることを目的として

いる。 

ⅡⅡⅡⅡ    研究方法研究方法研究方法研究方法    

１１１１、、、、事前調査事前調査事前調査事前調査    

理解度を評価するための必要とされる領域を用意するため、認知症高齢者を在宅介護し

ている、または介護していた家族介護者を対象としたフォーカスグループインタビューを

実施し、１）社会的資源に関する知識、２）認知症とその介護法に関する知識・技能、３）

介護ストレスへの対処方法の３つのカテゴリーが抽出された。 

２２２２、、、、本調査本調査本調査本調査    

同意を得られた 15 在宅事業所事の協力を得て、当該施設の利用者の家族介護者 204 名

を調査対象とした。認知症高齢者の判定については、厚生労働省「認知症老人の日常生活

自立度判定基準」のランクが「Ⅱ」以上の高齢者とし、その選定は在宅事業所が行った。 

調査内容は、「認知症に関する理解度」「介護負担感・肯定感」「要介護者の属性」「家族介

護者の属性」とした。回収した 105 名を対象に、従属変数に介護負担感・介護肯定感を、

独立変数に理解度、調整変数を投入し、重回帰分析を行なった。 

1 



ⅢⅢⅢⅢ    結果結果結果結果    

１．要介護者・家族介護者の基本属性について 

要介護高齢者は、平均年齢 85.1 歳、女性が 78.1％であった。家族介護者は平均年齢 59.0

歳、女性が 74.8％を占めた。高齢者と同居している割合は 83.2％であった。 

２．介護負担感・肯定感について 

介護負担感の平均は 42.40 点、介護肯定感は 36.39 点であった。 

３．認知症に関する理解度の分布について 

平均得点は 31 問中 22.5 点、標準偏差±4.5 点で、8 点から 29 点まで分布していた。31

項目のうち 8 割以上の人が正答した項目は 15 項目であった。 

４．認知症に関する理解度が定感・負担感に与える効果について 

介護負担感を従属変数に、認知症に関する理解度（総得点）と調整変数を独立変数に投

入し、重回帰分析を行ったが、介護負担感・肯定感いずれに対しても、理解度は有意な効

果をもっていなかった。また、理解度に要介護者の特性が影響していることも考慮し、交

互作用効果についても確認をおこなったが、これも有意な効果を得ることは出来なかった。

その為、知識項目ごとの影響を調べるため、理解度の合計得点ではなく、項目ごとに「介

護者の属性」「要介護者の特性」を投入し、重回帰分析を行った。有意差があった知識項目

を詳しくみてみると、知識項目により負担感・肯定感への影響力が違い、負担感ではその

軽減へ働く効果だけでなく、更に負担感が増す効果がある項目が得られた。だが、全体的

にみると負担感・肯定感に有意差があった項目は少なく、効果があったとはいえなかった。 

ⅣⅣⅣⅣ    考察考察考察考察 

本研究では、認知症に関する知識が介護負担感・肯定感に与える影響は、項目によって

影響力が違うことが明らかにされた。また、負担感が低くなるものが必ずしも肯定感をあ

げるものとは限らないこと、負担感に影響する項目と肯定感に影響する項目は違うことが

確認された。しかし、全体的にみると介護負担感・肯定感に対して有意な効果があるとい

う結果を得ることができなかった。その原因として、（１）理解度の評価項目の妥当性、（２）

因果関係の方向性、（３）アウトカムの妥当性の３点が考えられる。また、本研究の結果を

ふまえ、今後の課題として（１）理解度の評価項目の再検討、（２）理解度と介護実践の関

係の２点があげられる。 

ⅤⅤⅤⅤ    まとめまとめまとめまとめ    

本研究では、15 ヶ所の在宅事業所を利用する認知症高齢者の家族介護者を対象として、

認知症に関する理解度が介護負担感・肯定感に与える効果について検証した。その結果、

家族介護者や専門家が必要と思っている知識の理解度が、介護負担感・肯定感に対して有

意な効果があるとは言えないという結果が得られた。 

その原因として、理解度を評価するスケールの効果が弱かったことが考えられる。これ

には、理解度評価項目の妥当性、因果関係の方向性、アウトカムの妥当性など様々な要因

が考えられ、今後はこれら項目についての再検討が必要である。また、理解度が介護の実

践に結びついているのかについても検証が必要である。 

認知症に関する知識は家族介護者に必要であると言われているが、介護者のおかれてい

る状況によってはかえって負担感を増す結果にもなりうる為、今後は介護者の行動変容の

段階に応じたアプローチが必要と思われ、教育的介入の方法についても検証が必要である。 
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